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(A) Research background 

蛇紋岩化は水と超苦鉄質岩の相互作用を伴う地質学

的プロセスであり、その反応生成物は微生物活動のエ

ネルギー源となり得ると考えられている。一方で，こ

の反応帯における微生物化石の産状など研究は進んで

いない。本研究では、オマーンのサメイルオフィオラ

イトで発見された鉄酸化物を伴うフィラメント状組織

などを報告し、蛇紋岩化に伴う白色脈中に微生物が生

息可能だったかどうか、また，脈中にその証拠が保存

されるかどうかを議論する。 

(B) Methods 

オマーンにおける国際陸上科学掘削計画(ICDP)のド

リルコア試料から白色脈を含む試料の分析を行った。

光学，蛍光顕微鏡，SEM/EDX で微細構造を観察し、

ラマン分光分析や 2次イオン質量分析計(NanoSIMS)な

どにより化学組成分析や元素イメージングを行った。 

(C) Results and Discussion 

白色脈は蛇紋岩化に伴う流体から沈殿したアラゴナ

イトであることが分かった。アラゴナイト脈中の酸化

鉄に富む領域に 2種類の異なるフィラメント状の組織

が見られた。径が 2-3μm，長さが数十 μm に及ぶ“タ

イプ A”については，細胞隔壁のような形態的特徴や，

NanoSIMSによるイメージングで炭素窒素が検出され 

 

たことから、これらが生物起源である可能性を示した。

一方で“タイプ B”は径が 1μm，長さも数 μm前後のも

のが主であったが，タイプ Aのような生物由来を示唆

する組織が観察されなかった。また、酸化鉄と炭素窒

素を含む有機物が交互に積層したストロマトライトの

ような構造が，アラゴナイト脈内のフィラメント状化

石とは別の領域で発見された。この構造は岩石内微生

物や化学合成微生物などの微生物活動の結果形成され

るフルテキサイト構造体と組成や形態が類似しており、

他地域のフルテキサイト構造や現代の微生物の形態・

成因の比較から、本研究で発見された構造も微生物由

来の構造であったと示唆された。 

(D) Conclusions  

本研究で発見されたフィラメント状構造，フルテキ

サイト構造は実験室での非生物的形成過程でも再現さ

れることがあり、全てを微生物起源と断定することは

できない。また、こうした構造の正確な形成時期を特

定することは難しい。しかし、本研究の結果、蛇紋岩

化された海洋地殻における炭酸塩流体の流入場は微生

物が生息し，かつそれが岩石に保存されうることが明

らかになった。これは初期地球など地球の極限環境だ

けでなく，地球外における生命の探査にも新しい知見

をもたらす重要な結果である。 
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